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研 究 分 野 ESD， 社会科教育 

研究キーワード 持続可能な開発のための教育，SDGs，社会科 

研 究 内 容 ● ESDに関する研究 

  ESDは，Education for Sustainable Development （持続可能な社会の担い手を育成する教育）の

略で，環境教育や開発教育をはじめ，平和，国際理解，地域の活性化，人権など様々な領域にまたが

る教育です。年々深刻化する環境問題やSDGsが注目されるようになり， 総合的な学習の時間， 総合

的な探究の時間を中心に学校現場で取り組まれることも増えてきました。ESDでは，SDGsや現代社会

の諸課題に気付いたり，課題を解決するための能力を身につけるだけでなく，子どもたちが自身の価

値観と行動を変えていくことが目的です。児童・生徒の変容を促すための学習の在り方について，総

合的な学習の時間や社会科を中心に研究しています（論文１．３．）。 

 

● 社会科に関する研究 

  公民的資質・能力を育むことが求められる社会科教育は，より良い自身の生き方や社会の在り方

について考えるESDと親和性が高い教科だと言えます。より良い社会の在り方や社会の在り方を考え

るためには，今の自分の生き方や自身を取り巻く環境について，クリティカルに考えていくことが必

要です。しかし， 子どもたちにとって現代社会の様々な問題は自分ごとにはなりがたく，自分たち

の生活を見つめなおすことも容易なことではありません。学びを深めていくためには，身近なところ

に問題を見出し，その問題に取り組む人々の姿に出合うこと，そして他者と相互に考えをねり合って

知識を構築していく過程が必要だと考えます。こうした探究的な学びのデザインについて，特に小学

校社会科の授業を通して研究しています（論文２ .）。 
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